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　伝統的な保存食で、カルシウム、ビタミン
や繊維質などをたっぷり含む珍味は、酒のさ
かな、子どものおやつ、総菜にもってこい。
ちりめん、いりこなど小魚珍味は、松前町が
全国の加工生産量の日本一を誇ります。皆さ
んが食べている珍味も、松前町の珍味かもし
れませんよ。

松前町　全国シェアのトップを占める
　　　　　　　　　　　﹁まさき美味・珍味﹂
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全
国
町
村
長
大
会
は
、
11
月
30
日
東

京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全

国
の
9
3
3
の
町
村
長
な
ど
関
係
者
約

1
5
0
0
人
が
出
席
。
来
賓
に
野
田
総
理

大
臣
、
川
端
総
務
大
臣
、
高
橋
全
国
町
村

議
会
議
長
会
長
ら
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
は
荒
木
副
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町

長
）
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
は
じ
め

に
藤
原
会
長
（
長
野
県
川
上
村
長
）
が
挨

拶
に
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の

全
国
町
村
長
大
会
を
開
催

　

11
月
30
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で　

決　　　　議

　町村の多くは農山漁村地域にあり、長い歴史が育んできた独自の文化を守り
ながら、国土の自然環境の保全、食料の供給、水源かん養等、国民生活にとって
重要な役割を担い続けてきた。こうした公益的機能は、農山漁村で暮らす人々
が、その営みを続けていくことによって築き上げられるものである。
　しかしながら、町村を取り巻く環境は、低迷を続ける経済情勢による税収の
減少や基幹産業である農林水産業の衰退など極めて厳しく、さらにＴＰＰに関
する議論の帰趨によっては、一層深刻な状況となることが懸念されている。
　農山漁村地域を支える町村が引き続きその公益的機能を維持し、住民が誇り
と愛着を持って続けていくためには、財政基盤の強化を図り、必要な行政サー
ビスを確保することが何よりも重要であるということを改めて強調しておき
たい。
　本年₃月には未曾有の被害をもたらした東日本大震災が発生したが、復旧・
復興及び被災者への支援にあたっては、国民全体の連帯が必要であり、我が国
の再生に向けた取り組みの真価が問われていると言っても過言ではない。町村
もまた被災地域の真の復興のため、最大限その力を発揮していかなくてはなら
ない。
　我々町村長は、相互の連携を一層強固なものとするとともに、直面する困難
な課題に積極果敢に取り組み、地域に暮らす住民と次代を担う子や孫たちが、
夢を語ることのできる希望に満ちた地域づくりに邁進する決意である。
　よって、下記事項の実現を強く求めるものである。

記
₁、	真の地方分権改革を強力に推進すること。
₁、交付税率を引き上げるとともに、三位一体改革で大幅に削減された地方交
付税を復元・増額すること。
₁、固定資産税の特例措置の見直し及び自動車関係諸税の現行制度堅持等によ
り、町村税財源の確保をはかること。
₁、社会保障・税一体改革にあたっては、地方消費税等の安定財源を充実する
こと。
₁、地域経済・社会を破壊させるＴＰＰへは参加しないこと。
₁、農林水産公共予算の復元と戸別所得補償等の財源確保により、食料・木材
自給率を向上させること。
₁、子供に対する手当の制度設計は、地方の理解と納得を得て行うこと。
₁、国民皆保険を堅持するため、都道府県を軸とした保険者の再編・統合を推
進し、医療保険制度の一本化をはかること。
₁、市町村の強制合併につながる道州制は導入しないこと。
　以上決議する。
　　平成23年11月30日

全国町村長大会　

皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
祈
念
し
た
う
え
で
、「
震

災
を
契
機
と
し
て
こ
の
国
が
再
生
の
道
を

歩
ん
で
い
く
た
め
に
は
国
民
全
体
の
連
帯

が
必
要
で
あ
り
、
国
と
地
方
が
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
た
ち
町
村
長
は
町
村
自
治
の
確
立

に
向
け
て
、
全
国
町
村
会
に
お
い
て
、
町

村
長
全
員
参
加
の
も
と
に
、
力
を
結
集
し
、

私
自
身
、
全
力
で
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い

く
所
存
で
あ
る
。」
と
参
加
者
に
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
に
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
状
況
を
訴
え
る

た
め
、
佐
藤
宮
城
県
南
三
陸
町
長
及
び
菅

野
福
島
県
飯
館
村
長
か
ら
意
見
発
表
が
行

わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
大
会
議
長
に
寺
島
副
会
長

（
北
海
道
乙
部
町
長
）を
選
出
し
て
議
事
に

入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、「
決
議
（
案
）」、「
特
別
決

議
（
案
）」
を
杉
本
副
会
長
（
福
井
県
池

田
町
長
）
が
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
採
択
。

さ
ら
に
「
大
会
意
見
（
36
項
目
）」
も
一
括

採
択
さ
れ
た
。
実
行
運
動
方
法
で
は
、
都

道
府
県
ご
と
に
地
元
選
出
国
会
議
員
等
へ

適
宜
、
有
効
な
方
法
で
行
う
こ
と
を
決
定

し
、
大
会
を
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
全
町
長
と
事
務
局

職
員
が
出
席
。
採
択
さ
れ
た
「
要
望
書
」

に
つ
い
て
は
、
白
石
会
長
か
ら
本
県
選
出

国
会
議
員
に
対
し
て
実
現
方
要
望
し
た
。
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全
国
山
村
振
興
連
盟
の
通
常
総
会
が
12

月
1
日
「
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
」
に

お
い
て
、
全
国
の
関
係
市
町
村
長
ら
が
出

席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
髙
野
支
部
長
（
久
万
高
原

町
長
）
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
、
松
島
副
会
長
（
長
野
県
泰
阜

村
長
）
の
開
会
の
辞
に
は
じ
ま
り
、
中
谷

会
長
（
衆
議
院
議
員
）
の
あ
い
さ
つ
、
来

賓
の
森
本
農
林
推
参
大
臣
政
務
官
、
会
員

の
国
会
議
員
を
代
表
し
て
谷
衆
議
院
議
員
、

藤
原
全
国
町
村
会
長（
長
野
県
川
上
村
長
）

の
祝
辞
の
あ
と
、
国
会
議
員
と
政
府
関
係

者
ら
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
棚
野
北
海
道
白
糠
町
長
及
び
岩

崎
高
知
県
大
豊
町
長
が
事
例
報
告
を
し
た

後
に
、
竹
崎
会
長
代
行
（
熊
本
県
芦
北
町

長
）
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
1
号
議
案
「
平
成
24
年

度
山
村
振
興
関
連
予
算
・
施
策
の
要
望

（
案
）
に
関
す
る
件
」、
第
2
号
議
案
「
決

議
（
案
）」
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

　

終
わ
り
に
、
岩
部
副
会
長
（
岩
手
県
九

戸
村
長
）
か
ら
閉
会
の
辞
と
万
歳
三
唱
が

あ
り
、
総
会
を
閉
じ
た
。

山
村
地
域
の
振
興
を

全
国
山
村
振
興
連
盟
通
常
総
会
開
く 　

　

12
月
1
日　

　

な
お
、
総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
事
項

に
つ
い
て
は
、
総
会
終
了
後
、
全
国
連
盟

役
員
が
分
担
し
、
そ
の
実
現
方
を
陳
情
し

た
。

☆　

紙
面
の
都
合
か
ら
、
決
議
文
の
み
4

頁
に
掲
載
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
全
国
町
村
長
大
会

終
了
後
の
12
月
₂
日
に
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
宮
城
県
女
川
町
を
視
察
し
た
。

　

本
会
は
こ
れ
ま
で
、
県
内
全
町
か
ら
の

義
援
金
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
ま
で
に
宮

城
、
岩
手
、
福
島
の
被
災
₃
県
町
村
会
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
3
5
0
0
万
円
を
贈

る
ほ
か
、
被
災
地
支
援
に
向
け
て
県
が
創

設
し
た「
え
ひ
め
愛
顔
の
助
け
合
い
基
金
」

に
3
0
0
0
万
円
を
贈
る
な
ど
、
被
災
地

支
援
に
向
け
て
活
動
を
し
て
き
た
。
そ
こ

で
震
災
か
ら
₈
カ
月
余
が
経
過
し
た
今
日
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
状
況
を
視
察
し
よ

う
と
、
白
石
会
長
以
下
₈
名
の
町
長
が
参

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
視
察

        

12
月
2
日 

宮
城
県
女
川
町
へ 

愛
媛
県
町
村
会

加
。
同
日
、
須
田
女
川
町
長
や
職
員
の
案

内
を
受
け
な
が
ら
被
災
地
を
つ
ぶ
さ
に
視

察
。
あ
ら
た
め
て
被
害
の
大
き
さ
に
驚
く

と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

須田女川町長
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大　会　決　議

　本年₃月の東日本大震災により、壊滅的な打撃を受けた太平洋
側の漁村地域においては、市町村長のリーダーシップのもと、復
旧・復興に向け懸命の努力が続けられているが、漁業インフラを
はじめ復旧への道のりはなお遠いと言わざるを得ない。
　さらに、先般、政府がＴＰＰ交渉参加に向けた協議に入ると表
明したことは、被災地はもとより、漁価の低迷や燃油価格の高騰
等により疲弊する全国の水産業、漁村地域にも深刻な不安を与え
ており、誠に遺憾である。
　水産業が地域の基幹産業となっている我々市町村長は、水産業
の振興・再生と漁村の活性化を図るため日夜全力を注いできたが、
かつてない難問に直面する現状においても、積極果敢に取り組む
決意である。
　よって、国は、水産業と漁村が置かれている現状を直視し、東
日本大震災からの早期復興と、水産業・漁村の再生が1日も早く実
現するよう、特に次の事項を最優先の課題として、早急に対応す
ることを強く求めるものである。

〈東日本大震災からの復旧・復興〉
一、漁港から冷蔵施設・加工施設に至る漁業インフラを一体的に
復旧し、早期に再開させること。
一、被災者の経営再開の障害となっている「二重ローン」につい
ては、前例にとらわれず既往債務の免除等の特例措置を講じる
こと。
一、被災者の経営再開までの無収入期間を支援する雇用・所得対
策を強化すること。	

〈水産業振興・漁村活性化〉
一、漁業経営を安定させるため、農林漁業用Ａ重油及び漁業用軽
油引取税の免税措置等を恒久的な措置とすること。
一、例外無く関税や規制を撤廃するＴＰＰについては、水産業と
漁村の崩壊につながるため、参加しないこと。
一、水産業の戸別所得補償対策は、漁業者への一層の定着を図り、
恒久的な制度とすること。
　以上、決議する。
　　平成23年12月₁日

　　　水産業振興・漁村活性化推進大会　

 

水
産
業
振
興
・

　
　
　

漁
村
の
再
生
を

12
／
1　

水
産
業
協
議
会
定
期
総
会

　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会

は
、
12
月
1
日
、
全
国
町
村
会
館
で
「
水

産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推
進
大
会
、
定

期
総
会
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
関
係
市

町
村
長
と
と
も
に
白
石
支
部
長
（
松
前
町

長
）
ら
が
出
席
し
た
。

　

大
会
は
、
田
嶋
会
長
（
熊
本
県
苓
北
町

長
）
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
農

林
水
産
大
臣
（
岩
本
農
林
水
産
副
大
臣
代

理
出
席
）
を
は
じ
め
5
人
の
来
賓
挨
拶
が

　

あ
り
議
事
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
田
嶋
会
長
を
議
長

に
選
び
、
大
会
決
議
案
を

議
題
と
し
、
鈴
木
副
会
長

（
静
岡
県
南
伊
豆
町
長
）が

提
案
。
次
に
決
議
案
に
対

す
る
意
見
表
明
を
水
上
岩

手
県
洋
野
町
長
及
び
大
西

常
任
理
事
（
高
知
県
黒
潮

町
長
）
が
行
っ
た
後
、
協

議
の
結
果
、
満
場
一
致
で

採
択
・
決
定
さ
れ
た
。

　

な
お
、「
大
会
決
議
」
は
、

大
会
終
了
後
に
役
員
に
よ

り
政
府
・
国
会
等
へ
実
行

運
動
す
る
こ
と
と
し
た
。

決　　　　議
　

　この度の東日本大震災等に伴い、被災市町村における産業の不
振から国全体の経済・景気が低迷してきている、このような中で
も、最も厳しく影響を受けるのが、もともと経済基盤の脆弱な山
村地域の市町村である。
　すなわち山村地域は、道路、情報通信、生活環境等の整備水準
は全国に比べて低迷な状況にあり、農林漁業の低迷、地場産業の
停滞等により過疎化・高齢化が急激に進展しており、耕作放棄地
の増大、森林の荒廃、鳥獣害の多発、集落の崩壊・機能の低下等
危機的な状況にある。
　このような状況に対するため、山村自治体は山村振興法に基づ
き、最大限の努力をしているが、財政事情は極めて厳しくなって
いる。
　このため、政府は・国会におかれては、この度の大震災等の経験
を踏まえ、山村地域の振興を図ることこそが、国全体の発展につな
がるということを十分にご認識いただき、山村振興を国の重点課題
に据えて、下記事項の実現を図っていただくよう強く要望する。

記
₁　東日本大震災等により被害が生じた山村地域における復旧・
復興対策を早急かつ強力に推進すること。
₁　「中山間地域等直接支払制度」の一層の充実・強化を図ること。
₁　税財源の乏しい山村地域の実情に即した地方交付税制度の充
実・強化を図り、所要額を確保すること。
₁　間伐促進やバイオマスの利用、再生可能エネルギー対策の強
化、企業の誘致等の産業振興施策の充実・強化を図ること。
₁　農林水産業等地域産業の振興、生活環境の向上等を図るため
の施設の整備に対する助成措置の充実・強化を図ること。
₁　川上から川下にいたる一貫した林業、木材産業の振興を図る
ための基金を積み増す等森林・林業対策の充実・強化を図るこ
と。
₁　鳥獣被害の深刻化に鑑み、関係法律の改正を含め、被害防止
に関する対策の充実・強化を図ること。
₁　道路設備のための財源を十分に確保し、特に、地方における
道路財源の拡充を図ること。
₁　高度情報通信ネットワークその他通信体系の充実・強化を図
ること。
₁　山村地域住民の生活交通を確保するため、地方バス路線維持、
デマンドバスシステムの導入等対策の充実・強化を図ること。
₁　山村地域における医師及び医療従事者の確保並びに関連施設
の整備、運営等への助成措置の拡充・強化等の保健・医療・福
祉対策の充実・強化を図ること。
₁　森林呼吸源対策、再生可能エネルギー対策の強化に推進する
ため、地方税財源を確保・充実する制度を創設すること。
₁　山村地域に壊滅的打撃を受けるＴＰＰには、参加しないこと。
　以上決議する。
　　平成23年12月₁日

全国山村振興連盟通常村会　
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簡
易
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け
て

全
簡
水
・
第
56
回
全
国
大
会
開
催　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で　

　

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
は
、
12
月
1
日
、

東
京
・
平
川
町
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ

ボ
ー
で
「
第
56
回
簡
易
水
道
整
備
促
進
全

国
大
会
」
を
開
き
、
大
会
宣
言
や
大
会
決

議
を
決
定
し
た
。
本
会
か
ら
は
稲
本
会
長

（
内
子
町
長
）や
会
員
町
長
及
び
事
務
局
職

員
が
出
席
し
た
。

　

大
会
は
、
奥
田
副
会
長
（
和
歌
山
県
北

山
村
長
）
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
（
6
人
）
と
全
国
簡
易
水

道
協
議
会
長
表
彰
（
48
人
）
の
受
賞
者
に

表
彰
状
を
授
与
し
た
後
に
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
富
山
県
水
道
協
会
会
長
の
伊
東
尚

志
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
井
口
会
長
（
新
潟
県
水
道
協

会
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
、「
大
会
宣
言
」

を
伊
東
副
会
長（
富
山
県
上
市
町
長
）が
朗

読
し
、次
い
で
議
長
に
小
田
副
会
長
（
岩
手

県
野
田
村
長
）
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
・
簡
易
水
道
関
係
国
庫
補
助

等
所
要
額
2
4
4
億
円
の
確
保
な
ど
4
議

案
を
す
べ
て
決
定
し
た
後
に
、別
掲
の「
大

会
決
議
」
を
牧
田
副
会
長
（
徳
島
県
美
馬

市
長
）
が
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
こ
れ
を

採
択
し
た
。

　

な
お
、
今
後
、
平
成
24
年
度
政
府
予
算

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
各
都
道
府
県
協
議

会
と
関
係
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て
、
地

元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
川
崎
副
会
長
（
北
海
道
京
極

町
長
）
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
大
会
の
幕
を

閉
じ
た
。

 

ダ
ム
・
発
電
関
係

 

振
興
施
策
の
充
実
強
化
を

　　

ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会

は
、
12
月
2
日
「
全
国
町
村
会
館
」
に
お

い
て
定
期
総
会
を
開
催
し
、
全
国
の
関
係

市
町
村
長
ら
約
1
5
0
余
人
が
出
席
。本

県
か
ら
は
三
好
西
予
市
長
ほ
か
が
出
席
し

た
。

　

大
会
は
、辻
会
長
（
山
梨
県
早
川
町
長
）

の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
渡
部
恒
三
民
主
党

最
高
顧
問
、
細
田
博
之
自
由
民
主
党
電
源

立
地
及
び
原
子
力
等
調
査
会
長
、
経
済
産

業
大
臣
（
代
理
・
糟
谷
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
長
代
理
出
席
）
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
祝
電
披
露
が
行
わ
れ
た
。

　

次
い
で
「
東
日
本
大
震
災
と
水
力
発
電

へ
の
期
待
」と
題
し
て
、渡
部
恒
三
民
主
党

最
高
顧
問
か
ら
後
援
が
あ
っ
た
後
に
、
河

村
副
会
長
（
東
京
都
奥
多
摩
町
長
）
か
ら

「
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
の
充
実
・
強

化
に
関
す
る
意
見
」
と
し
て
①
水
力
発
電

施
設
周
辺

地
域
交
付

金
（
水
力

交
付
金
）、

②
水
源
地

対
策
、
③

水
害
対
策

の
3
点
を

柱
と
す
る

提
案
が
出

さ
れ
、
満

場
一
致
で

決
定
さ
れ

た
。

決　　　　議

　国民皆水道の早期実現は、われわれに課せられた重大な使命である。
　この使命を早期に達成するとともに、地方の生活基盤である簡易水道の
整備近代化を強力に推進し、地域住民の期待に応えるため、われわれはこ
の第56回簡易水道整備促進全国大会において、当面する重要課題を決定し、
特に次の₄項目の実現を期して一致団結、決意を新たに最善を尽くすもの
である。

記
₁．簡易水道関係国庫補助所要額244億円の確保を期す
₁．簡易水道等施設整備費の補助制度の拡充を期す
₁．簡易水道関係事業債295億円の確保を期す
₁．簡易水道事業に対する地方財政措置の充実を期す
　以上　決議する。
　　平成23年12月１日

全 国 簡 易 水 道 協 議 会
第56回簡易水道整備促進全国大会

大会スローガン
―地方の生活基盤となる簡易水道の整備近代化―

₁．簡易水道関係国庫補助所要額（概算要求額244億円）の確保
₁．簡易水道国庫補助制度の拡充
₁．簡易水道国庫補助率（未普及地域等）₂分の₁以上に引上げ
₁．地震等自然災害に強い簡易水道施設の整備
₁．簡易水道関係事業債（地方債計画案295億円）の確保
₁．簡易水道事業に対する地方財政措置の充実
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉「
う
ま
い
も
ん
市

     

　
in
あ
い
な
ん
」

平
成
24
年
2
月
5
日
㈰
開
催
！

愛 
南 
町

　

海
の
ミ
ル
ク
と
も
称
さ
れ
る
愛
南
町
の

冬
の
味
覚
「
か
き
」
を
メ
イ
ン
に
、
毎
年

2
月
に
「
う
ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
か
き
食

べ
放
題
や
か
き
数
当
て
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、

大
鍋
に
よ
る
「
か
き
鍋
」、愛
南
町
の
ご
当

地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
、
海
や
山
の
特
産

物
の
販
売
な
ど
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時
／
平
成
24
年
2
月
5
日
㈰

　
　
　
　
　
　
9
：
30
～
15
：
00

　
　
　
　
　
　
予
備
日
　
2
月
12
日
㈰

●
会
　
　
場
／
南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
都
市
公
園

　
　
　
　
　
　︵
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
駐
車
場
周
辺
︶

●
内
　
　
容
／

•
か
き
・
緋
扇
貝
・
寒
ブ
リ
・
真
鯛 

そ

の
他
海
産
物
加
工
品
の
販
売

•
か
き
食
べ
放
題

　
（
先
着
順
4
5
0
名
限
定
／
有
料
）

•
か
き
数
当
て
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

　
（
山
盛
り
殻
付
か
き
の
数
当
て
）

•
大
鍋
に
よ
る
「
か
き
鍋
（
か
き
汁
）」

•
愛
な
ん 

う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト

•
農
水
産
物
等
郷
土
料
理
の
販
売
な
ど

◆
詳
し
く
は
、
愛
南
町
役
場
商
工
観
光
課

（
☎
0
8
9
5
-72
-7
3
1
5
）
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
ド
イ
ツ・ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と

　
　
　
　
　
　
　 

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結

　

内
子
町
は
2
0
1
1
年
9
月
2
日
、
ド

イ
ツ
・
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
と
姉
妹
都
市

盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
は
9
月
に
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク

市
、
10
月
に
内
子
町
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。

9
月
2
日
に
は
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
で
調

印
式
が
行
わ
れ
、
稲
本
隆
壽
町
長
と
林
博

町
議
会
議
長
が
盟
約
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
同
市
内
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
交
流
の
歴
史
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

や
、
内
子
町
の
手
工
芸
品
の
展
示
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
10
月
29
日
に
は
ヴ
ァ
ル
タ
・
ハ
ル

ト
ル
市
長
、
ク
ル
ト
・
フ
ェ
ア
ス
タ
ー
第

2
市
長
夫
妻
を
は
じ
め
12
名
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
来
町
し
、
内
子
座
で
調
印
式
を
開

催
。
関
係
者
や
町
民
な
ど
2
0
0
人
余
り

が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
記
念
植
樹

や
上
芳
我
邸
庭
園
で
の
祝
賀
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
は
ド
イ
ツ
・
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
街
道
の
中
間
点
に
あ
り
、
城
壁

に
囲
ま
れ
た
中
世
期
の
美
し
い
町
並
を
大

切
に
保
存
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
内
子
町
と
の
関
わ
り
は

1
9
8
6
年
、
町
並
保
存
と
ま
ち
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

当
時
の
市
長
で
あ
る
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ー

バ
ル
ト
氏
を
講
師
に
招
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
以
来
、
青
少
年
の
派
遣
事
業

な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
2
0
0
1

年
9
月
に
は
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
か
ら
25
年

と
な
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
ま
た
日
独
友

好
1
5
0
年
の
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
姉
妹
都
市
提
携
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
、
今
後
は
町
並
保
存
や
景
観
保
全
は

も
と
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
進
ん
だ
環
境
や
林

業
政
策
な
ど
の
分
野
に
も
交
流
を
広
げ
、

さ
ら
に
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

内 

子 

町
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全
国
9
3
3
町
村
の
う
ち
、
2
5
0
町

村
の
“
イ
チ
押
し
”
が
集
ま
る
物
産
イ
ベ

ン
ト
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
1
」

（
主
催
：
全
国
町
村
会
）
が
、
12
月
3
日

㈯
・
4
日
㈰
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
各
町
村
自
慢
の
特

産
品
の
展
示
即
売
や
飲
食
物
の
販
売
が
行

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
１
開
催
さ
れ
る

上
島
・
砥
部
・
松
野
・
鬼
北
が
出
店
！

12
／
３
・
４　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で　

わ
れ
た
。
ま
た
郷
土
料
理
や
伝
統
芸
能
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
ご
当
地
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
マ
ス
コ
ッ
ト
が
約
50
体
も
登
場
し
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
上
島
町
、
砥
部
町
、

松
野
町
及
び
鬼
北
町
が
出
店
。
ま
た
久
万

高
原
町
は
同
町
職
員
が
出
向
い
て
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
布
し
た
ほ
か
愛
南
町
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。
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12
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推

進
大
会
、
第
56
回
簡
易
水
道
整
備
促
進

全
国
大
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
通
常

総
会
、
日
本
下
水
道
事
業
団
評
議
員
と

し
て
全
国
町
村
会
と
打
合
せ
、
国
保
制

度
改
善
要
求
全
国
大
会

▽
2
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
被
災
地
視
察
研

修
（
宮
城
県
女
川
町
）、「
町
イ
チ
！
村

イ
チ
！
」
全
出
展
社
準
備
作
業
（
3
日

ま
で
）

▽
3
日
＝
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
」（
4
日

ま
で
）

▽
5
日
＝
第
30
回
障
害
者
福
祉
推
進
愛
媛

県
大
会

▽
6
日
＝
自
治
労
愛
媛
県
本
部
及
び
自
治

労
連
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
申
し
入
れ

▽
7
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
・
災
害

共
済
幹
事
会
合
同
会
議
、
都
道
府
県
町

村
会
事
務
局
長
会
議

▽
8
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
・
監
事

合
同
会
議
、㈶
全
国
自
治
協
会
理
事
会
・

災
害
共
済
委
員
会
、
全
国
町
村
職
員
生

活
協
同
組
合
理
事
会
、
全
国
町
村
会
正

副
会
長
会
、
実
行
運
動
、
市
町
村
振
興

協
会
研
修
担
当
者
会
議

▽
9
日
＝
愛
媛
県
浄
化
槽
協
会
第
1
回
検

査
事
業
委
員
会

▽
13
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会

議
▽
16
日
＝
愛
媛
県
知
事
と
愛
媛
県
首
長
連

盟
と
の
意
見
交
換
会

▽
19
日
＝
全
国
自
治
協
会
新
法
人
移
行
に

伴
う
制
度
・
経
理
事
務
等
説
明
会

▽
21
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
・
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
会
計
監
査

　　
　

言
動
と
幸
福
度

　
『
1
年
経
つ
の
が
早
い
！
』師
走
に
も
な

る
と
決
ま
っ
て
こ
の
時
期
、
大
方
の
人
が

口
に
す
る
言
葉
で
あ
る
。
今
年
3
・
11
は
、

皆
の
心
に
忘
れ
る
事
の
な
い
忘
れ
ら
れ
な

い
出
来
事
と
し
て
、
強
烈
な
兎
年
と
な
っ

た
。
人
間
や
経
済
が
大
き
く
飛
ん
で
成
長

す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
に
跳
ね
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
爪
痕
は
、
物
の
破
壊
の

み
な
ら
ず
人
々
の
心
に
大
き
く
深
く
残
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
で
も
心
の

傷
が
薄
ら
ぐ
よ
う
願
う
の
み
で
あ
る
。

　

多
額
の
借
金
財
政
、デ
フ
レ
、超
円
高
は

進
み
、
経
済
の
明
る
さ
が
見
え
て
こ
な
い
。

ま
る
で
出
口
が
無
い
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
に

入
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
出
口

の
無
い
ト
ン
ネ
ル
は
な
く
、
夜
長
で
あ
ろ

う
と
も
必
ず
朝
日
が
昇
る
、
諦
め
て
は
な

ら
な
い
思
い
の
1
年
で
も
あ
っ
た
。

　

現
代
社
会
は
、
理
解
し
難
い
事
件
が
続

発
し
、
倫
理
の
秀
で
た
安
全
な
日
本
人
社

会
も
ほ
こ
ろ
び
つ
つ
あ
る
？
。
自
然
界
の

異
常
気
象
は
世
界
的
で
あ
る
が
、
地
震
大

国
で
あ
る
日
本
列
島
は
千
年
に
一
度
の

『
地
震
の
世
紀
に
入
っ
た
』
と
も
云
わ
れ
。

日
本
社
会
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
何
も
か
も

崩
れ
つ
つ
あ
る
の
か
…
。
こ
の
一
年
に
限

ら
ず
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
時
間
経
過
は
ま
こ

と
に
平
穏
で
な
い
。

　

一
方
、「
は
や
ぶ
さ
」
の
快
挙
は
、研
究

関
係
者
な
ら
ず
と
も
そ
の
頑
張
り
に
絶
大

な
拍
手
を
贈
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

初
優
勝
は
、
久
々
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
あ
る
。

常
々
お
ご
る
環
境
に
な
く
黙
々
と
自
前
の

自
転
車
等
で
練
習
場
に
通
い
、
観
客
の
少

な
い
試
合
に
明
け
暮
れ
た
そ
の
結
果
で
あ

る
。
そ
の
行
程
こ
そ
は
、
ま
さ
に
日
本
人

が
手
放
し
で
歓
び
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
年
の
世
相
を
反
映
し
た
流
行
語
大
賞
に

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、至
極
当
然
で

外
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
試
合
を
限
り
な
く
応
援
し

た
い
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
至
ら
ず
結
果
は

自
ず
と
付
い
て
来
る
も
の
で
あ
る
。

　

来
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
社
会

は
、
ど
の
よ
う
な
辰
年
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
想
定
内
と
想
定
外
の
事
は
、
先
々

の
反
省
材
料
に
す
れ
ば
よ
い
。
経
済
回
復

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ど
の
世
界
・
分
野

で
あ
ろ
う
と
も
“
言
動
”
は
、“
常
識
の
範

疇
”
で
こ
そ
お
互
い
の
心
が
通
い
、
何
か

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
皆
々
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。
因
み
に
「
常
識
」
と
は
、
普
通
一

般
人
が
持
ち
、
ま
た
、
持
っ
て
い
る
べ
き

標
準
知
力
。
専
門
的
知
識
で
な
い
一
般
的

知
識
と
と
も
に
理
解
力
・
判
断
力
・
思
慮

分
別
な
ど
を
含
む
（
広
辞
苑
か
ら
）
と
あ

る
。
今
年
は
、
言
動
と
常
識
を
噛
み
締
め

る
べ
き
者
が
各
所
に
居
た
よ
う
な
…
。

　

ブ
ー
タ
ン
国
で
は
、
国
民
の
97
％
が
幸

せ
で
あ
る
と
云
う
。
来
年
は
百
八
つ
の
除

夜
の
鐘
と
と
も
に
常
識
の
範
疇
で
し
か
育

た
な
い
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
グ
ロ
ス
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

ハ
ピ
ネ
ス
）
＝
幸
福
度
の
ア
ッ
プ
が
、
日

本
列
島
を
地
方
の
隅
か
ら
隅
ま
で
駆
け
巡

る
よ
う
、
初
詣
で
祈
念
し
な
け
れ
ば
…
。

	

　
　
　
　
（
Ｔ
）

　
「
自
分
の
方
か
ら
出
来
る
だ
け
環
境
を

支
配
す
る
が
、
環
境
か
ら
は
出
来
る
だ
け

支
配
さ
れ
な
い
。
人
間
の
最
大
の
価
値
は

恐
ら
く
そ
こ
に
あ
る
。」

	

（
ゲ
ー
テ　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）

一

筆

編
集
後
記

　

ま
た
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
な
ん
と
い
っ
て
も
1
0
0
0

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
に

明
け
暮
れ
た
年
で
し
た
。

　

発
災
か
ら
9
カ
月
余
。
被
災
地
の
人
々

は
未
だ
困
難
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
心
が
痛
み
ま
す
。
戦
い
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
皆
で
、
で
き
る
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

震
災
で
「
絆
」
と
か
「
連
帯
」
と
い
っ

た
被
災
者
に
寄
り
添
う
言
葉
が
多
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

長
く
私
た
ち
は
、
た
だ
経
済
の
発
展
に

走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
物

質
的
な
豊
か
さ
に
恵
ま
れ
、
不
自
由
の
な

い
生
活
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
人
と
し
て
な
に
か
大
切
な
も
の
を

失
っ
て
は
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
た

と
え
ば
長
寿
社
会
を
迎
え
ま
し
た
が
、
は

た
し
て
長
寿
を
素
直
に
喜
べ
る
社
会
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
高
学
歴
社
会
と
な
り
人

び
と
の
知
恵
と
知
識
は
高
ま
り
ま
し
た
が
、

心
豊
か
な
魅
力
あ
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
情
報
化
や
交
通

機
関
の
発
達
で
各
地
と
の
距
離
は
近
づ
き

ま
し
た
が
、
人
び
と
の
心
が
本
当
に
通
い

合
っ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

今
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
立

ち
止
ま
っ
て
振
り
返
り
、
真
の
豊
か
さ
と

は
な
ん
な
の
か
と
問
い
直
す
時
期
を
迎
え

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

も
う
す
ぐ
新
年
で
す
。
平
成
24
年
辰
年

が
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

る
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

　

来
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
い
っ
そ
う
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


